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総務産業常任委員会記録 

 

日  時 令和２年３月11日（木曜日）15時 00分～16時 04分 

場  所 議員控室 

出 席 者 逢坂委員長、磯野副委員長、船本委員、阿部委員、工藤委員、森議長 

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 金木議員、平山議員、小寺議員、舟見議員、村田副議長 

事 務 局 豊島事務局長、杉野係長 

報  道 北海道新聞社、留萌新聞社、羽幌タイムス社 

 

逢坂委員長（開会） 15:00 

 本日は、議会２日目の終了した後ということで、大変皆さんもお疲れのことと思いま

すが、ただいまから総務産業常任委員会を開催させていただきます。 

 本日の案件でございますが、焼尻めん羊牧場についてでございます。これにつきまし

ては調査、審査の案件には実は入っておりませんでしたが、必要になりましたので、本

日急遽の開催となりましたので、委員の皆さんについてはご理解をお願いしたいと思い

ます。 

 早速入りたいと思いますが、まず町長さんが見えられておりますので、一言あればお

願いします。 

 

１ 焼尻めん羊牧場について 

 

担当課説明 

説 明 員 駒井町長、農林水産課 伊藤課長、更科係長 

 

駒井町長 15:00～15:01 

 それでは、議会に準じまして、大変お聞き苦しいとは思いますが、マスクをしたまま

で話させていただきます。 

 本日は年度末の大変お忙しい中、そして議会開会中でお疲れのところ、お時間いただ

きましてありがとうございます。議員全員協議会か説明会のほうがいいかなとは思いま

したが、相談の結果こういう形になりましてお時間をいただきましたことをお礼申し上

げます。頭数について判明し、報告しなければならないことがありましたので、時間を

いただいたところでございます。 

 詳細につきましては、伊藤農林水産課長よりご説明を申し上げます。 
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 以上でございます。 

 

逢坂委員長 15:01 

 ありがとうございます。それでは、早速案件の審議に入りたいと思います。 

 その前に担当課より内容の説明を受けまして、審議を進めてまいりたいと思いますの

で、よろしくお願いします。 

 それでは、担当課のほう、よろしくお願いいたします。 

 

伊藤課長 15:01～15:16 

 座って説明のほうをさせていただきたいと思います。 

 まず初めに、今回綿羊頭数に係る報告ということでご報告させていただくことになり

ますが、今回の頭数の差異ということで分かりまして報告するに至った理由といいます

か、経緯と申しますか、私昨年４月の途中で農林水産課長ということで辞令のほうを受

けまして、その前段ということで、委員皆様ご承知のとおり平成31年４月１日からとい

うことで、平成20年度から平成30年度までの10年間続いておりました指定管理制度が終

了して、羽幌町の直営による運営へと変わったところであります。自分も担当課長とな

りまして、今後の運営を考えなければならないという中で、一度実頭数の把握をしたほ

うがいいだろうということで、そういうことを考えまして、どの時点でのタイミングと

いうのはあるのですけれども、現場が行いやすい時期ということで指示のほうをいたし

まして、駆虫処理、虫下しというのですか、そういうことが行われる昨年の11月以降に

実頭数の確認作業を行ったというところであります。その結果、これまで把握していた

数より実頭数がかなり少ないということが判明いたしまして、その後種々の整理をさせ

ていただいて、遅くはなったのですけれども、本日の報告ということになったものであ

ります。 

 それでは、内容につきまして説明のほうをさせていただきますが、まず実際にどの程

度の差異があったかということでありますが、頭数という項目を御覧いただきたいと思

います。まず、指定管理の開始時ということで、協定時のときには474頭ということで始

まりまして、その後10年間の指定管理による運営が行われ、昨年指定管理の終了時にあ

りましては602頭ということでありました。なお、この602頭につきましては、昨年７月

の常任委員会のほうでもご報告をさせていただいております。次に、③の令和元年12月

末ということでありますが、この数値につきましては②の指定管理終了時の602頭から、

当面に生産された羊の販売頭数ですとか、その年に死亡した頭数などを差し引きまして、

書類上として整理した場合には501頭いるということであります。では、実頭数というこ

とでありますが、昨年12月末現在ということで、先ほども申し上げましたが、駆虫処理

というものを行ったタイミングにて確認したところ180頭ということでありました。この
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ことから、これまで把握しておりました数との差異といたしましては、③から④を引き

まして、そういうことになりますので、321頭の差異が生じているということになるもの

であります。 

 では、なぜそのようなことになったのであろうかということでありますが、最初に差

異が生じたであろう理由として推理いたしました結論のほうを先に説明させていただき

ますので、裏面の総括という項目を御覧いただきたいと思います。まず、頭数異動報告

というものが毎月現場より行われておりますが、それによりますと６歳以上の綿羊頭数

が毎年度増加いたしまして、生存が難しいであろう年齢まで達している羊が多く残って

いるという状況になっております。 

 別紙のＡ４のカラー刷りの資料のほうを御覧いただきたいと思います。これは、令和

元年12月末における実頭数との差異について出生年ごとにまとめたものであります。表

の仮定頭数という欄は、先ほどの頭数の説明の中で申し上げました③における数値の内

訳であり、実頭数の欄は同じく④の数値の内訳ということになっているものであります。

差異が生じているほとんどが廃羊と言われる６歳以上の部分の羊でありまして、その中

でも羊の一般的な生存年齢と言われているのが10歳から12歳というふうに言われており

ますが、既に生存が難しい年齢を中心として差異が大きく生じているという状況になっ

ております。では、なぜこのような状況になったのかということでいろいろと調べたと

ころでありますが、結果といたしましてははっきりとした事由という部分については確

認はできないということでありました。 

 そこで、この差異が生じた理由として一番考えられることは何かというふうに考えた

ときに、最初の資料の裏面の総括のほうに戻っていただきたいのですが、ご承知の方も

多いとは存じますが、平成26年に牧場のほうで火災が発生いたしまして、その中で死亡

獣畜の処理というものも問題となりました。その後平成27年の６月から平成31年の３月

までは留萌保健所に対して毎月死亡の報告というものはしているのですが、埋却処理を

した頭数を画像を添付の上で報告していたというところではあるのですが、火災発生以

前にありましてはその数を正確に報告していなかったということがありましたので、可

能性といたしまして指定管理以前の直営時代も含めてそれらの状況の積み重ねによって

現在との差異に至ったであろうというふうに整理をしたものであります。 

 具体的にどういうことかということでありますが、今の資料の表面に戻っていただき

まして、留萌保健所への報告状況の項目というところのその下の死亡率というところを

御覧いただきたいと思います。綿羊の死亡率というのがおおむね10から15％と言われて

いる中で、当町にありましては表の左から２番目のとおり、指定管理の開始時では3.6％、

平成22年12月から23年12月にあっては1.5％というようなことなど、全体的に死亡率が低

いという状況になっております。そこで、これはどうなのかということで改めて死亡率

を10から15％の間の12％として算出いたしまして、これまでの報告があった死亡数との
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差異を算出したところ、差引き欄の一番下にあるとおり、おおむね現状における差異と

同程度の350というふうになったものであります。 

 これをさらに詳細に計算したというか、示した資料が別紙のＡ３の縦型のものになり

ますので、こちらのほうを御覧いただきたいと思います。表の真ん中より少し右側の合

計という欄がこれまでの報告を基に押さえている数値であります。指定管理が始まりま

した平成20年４月には雄雌合わせまして472頭ということでありましたが、毎年の生産、

あと導入、譲渡、へい死などを積み重ねて、表の一番下の赤色で表示されている令和元

年12月では501頭ということになるものであります。しかしながら、死亡率が低いであろ

うということで、右側に記載しているとおり、仮定死亡頭数といたしまして10％及び12％、

それぞれにおいて算出して、そしてその差異として差引き分の頭数を毎年の12月末現在

における合計頭数から差し引いて、そして仮定頭数としてさらに右欄のとおりそれぞれ

の死亡率ごとに整理をしたというものであります。 

 具体的にということでありますが、平成20年の12月の合計欄のあたりを御覧いただき

たいと思います。361頭と書いてあるあたりです。平成20年12月ということで申し上げま

すと、その年の死亡頭数がへい死等欄のとおり、その１つ上で13頭ということでありま

して、死亡率といたしましては3.6％ということであります。しかし、死亡率を10％と仮

定した場合には死亡頭数が36頭となりまして、その差として23頭の差異が生じ、12％と

仮定した場合には死亡頭数43頭となり、その差異が30頭ということになるものでありま

す。そして、その差異分の23頭及び30頭、それぞれを合計頭数である361頭から差し引き、

仮定の合計頭数として算出したのが表の右側にある仮定頭数10％では338頭、12％では

331頭ということになるだろうというものであります。そして、それぞれの仮定頭数の338

頭、または331頭から翌年の異動分ということで先ほどの361頭と記載されているところ

の下の数値をご確認いただきたいのですが、生産では248頭、導入では38頭、譲渡では22

頭、肉羊では158頭、へい死等では37頭、そして平成21年12月としての仮定死亡頭数にお

ける差引き分である６頭、または15頭を仮定頭数の338頭または331頭に対して足したり

引いたりを行って、平成21年12月としての仮定頭数としてさらに整理したのが10％では

401頭、12％では385頭ということになるだろうというものであります。 

 このような形で毎年分をこのように計算し直しまして、最終的な数値として整理いた

しましたのが表の右側の一番下にあります仮定死亡率10％とした場合には令和元年12月

末で仮定頭数231頭、12％の場合では151頭ということになるというものであります。そ

して、これらの平均値といたしましては、黄色で表示しているとおり191頭ということに

なるだろうということで、令和元年12月末現在での実頭数である180頭と同程度の数値と

なるというものであります。このようなことから、先ほどの総括ということで説明させ

ていただきましたが、火災発生以前での死亡に関する報告というものが正確になされず

に行われて、可能性ということも含めまして、指定管理以前の直営時代も含めてそうい
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った状況が積み重ねが続いたということで現在の実頭数との差異に至ったであろうとい

うことで整理をしたというものであります。 

 以上、綿羊頭数の差異の報告ということで説明させていただきましたが、今後におき

ましては毎年実頭数の確認作業を行うということとしておりまして、また現場との連絡

もさらに密にいたしまして正確な把握に努めていきたいというふうに考えております。 

 以上、私からの説明については終わらせていただきたいと思います。 

 

逢坂委員長 15:16～15:17 

 ありがとうございました。それで、突然の資料配付なので、皆さんもなかなか分かり

づらいのかなと思いますが、委員の皆さんにおかれてはこのまま質疑をすぐ開催してい

いか、５分程度休憩してもらったほうがいいか、ちょっとお聞きします。特段時間は要

りませんか。 

 それでは、そういう時間は要らないような雰囲気でございますので、これから質疑を

受けたいと思います。何かあれば、挙手にて発言をお願いいたします。 

 

－主な協議内容等（質疑）－ 15:17～16:04 

 

船本委員   これ去年の７月に委員会開催して、それから昨日監査委員から説明され

た。この頭数、602 頭の頭数については昨年の７月と指定管理終了時の

数字が一致しているのです。ただ、監査委員の令和元年12月末、498頭

ということになっています。これは私も監査やらせていただきましたか

ら、あれなのだけれども、担当課のほうから全部資料を持ってきていた

だいて、資料の数字の検査ですから、監査という場合現場へ行って頭数

数えたりなんかはしません。今後必要だということであれば、それまで

やらなければならないでしょうけれども、そういうことから、まず1点

目は31年３月、指定管理終了時の602頭、これは前指定管理者のほうか

ら文書で引き継ぎしているのですか、それともその当時頭数も確認され

ていますか。 

 

伊藤課長   指定管理終了時、602 頭という部分に関しましては、指定管理の開始時

もそうだったのですが、実頭数としてそれぞれ把握したということは行

っておりません。あくまでも文書でのやり取りということで今まで動い

ているということであります。 
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船本委員   指定管理するときには、それまでいた人がそのまま向こうへ行ってやっ

ているわけだから、その人が当然確認をしているだろうし、だけれども

今回これ受けたときにはずっといる人でなく、何年かしかいない。向こ

うで採用した札幌の方かどうか知らないけれども、そういう方のあれで

すから、当然引き継いだ段階で、現地に人いるのですから、人数も２人

か３人かな、いたわけですから、当然頭数も勘定するべきだと思うので

す。そのときにやらないで、なぜ今出てきたのか。何かあったのか、今

こういう問題が出るということは。今ちょうど子が出てきているときで

すから、子生まれて忙しい時期に、何でこういう時期にこういうあれが

出てきたのか。これから１年に１回数えてみようというのであれば、私

は時期が違うのではないかと、この忙しいときにこういう問題が起きた

ということは何かあったのかなと思うのですが、いかがですか。言える

範囲で。 

 

伊藤課長   最初の説明の中でも自分の経緯ということでお話をまずさせていただい

たかと思うのですが、自分が農林水産課長となったのが４月の中、10日

になります。いろいろな諸事情がありまして、そういう形の辞令になっ

ています。指定管理が終わったということで、３月31日で、先ほど船本

委員おっしゃられるとおり、本来であればその時点で実頭数というもの

を確認するのが本来だったというふうには私も思ってはおりますが、実

際としては行われていなかったということであります。自分が農林水産

課長として直営ということで動き出した中で、実頭数を把握しなければ

ならないだろうということで現場と話している中で、一番行いやすいタ

イミングの中で１回やってほしいということで指示をいたしまして、最

終的に現場としては数えられるタイミングとしては多分毛刈りですとか、

そういった部分も考えられるのですけれども、毛刈りになりますと４、

５月ということで、生まれている羊に関してはほぼやらないのです。と

なると、実際にやっているものとやっていないものということで、なか

なか難しいだろうということで、現場のほうとして駆虫処理ということ

で毎年11月くらいに薬を飲ますタイミングがあるということで、そのと

きに１頭１頭チェックしていただいたということでありますので、特段

何かあったからこの時期の発表になったということではなくて、あくま

でも自分が課長として管理していく上で適切に実頭数を把握したいとい
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うことでやったものでありますので、そういう部分でタイミングとして

は今回それぞれの頭数の差が出てきて、いろいろと整理しなければなら

ない部分もありましたので、この時期になったということであります。 

 

船本委員   今の理由はよく理解はできるのです。だけれども、このときに数字を確

認していないということがまず問題だと私は思います。町長がよく言う

ように、綿羊だけでなく、ほかのものも含めて町民の財産だと、よく町

長の言葉から出るのだけれども、本当にそのとおりだと思うのです。ま

して、綿羊の肉も町民が食べれなくて、そして今回こういう問題となれ

ば、何なのだということに僕はなると思うのです。だから、私は、町長

も面白くなかったのか分からぬけれども、直営のときにもう少し検討し

てほしかったという言い方して、町長もちょっと面白くない顔している

なと思ったから、あまり言わなかったのだけれども、指定管理でなく直

営やっているとき私、２年間ですけれども、農政でこの仕事をさせても

らいました。本当に大変なのです。担当の綿羊を飼った、直接やった技

術屋さんが役場のほうに１人いて、向こうで専門に何年もやった人がい

て、お互いに協力しながら、当時東京のレカンに肉出していたのだけれ

ども、そういう体制でやっていても非常に難しいと。だから、私はもう

少し指定管理やってくれるところを探せないのかなという感じはあった

のだけれども、こんな結果になってしまって、これは引き継ぎの段階で

そういうのを取っていないとなれば、今いたとか、いないとかと言った

って、これは全然問題外です。うちは負けます。私は弁護士でないから

分からないけれども、裁判に出したとしてもこれは確認してということ

だから、お互いに、だからこれはこの時点でうちはどうもならないと思

うのです。ただ、問題は、これからどうするのだと、これをどうするの

かという問題なのです。さっき課長は数字、10％、12％、こういう計算

したやつを出したけれども、これはただの数字だけで、これが８％でも

15％も出せたら数字は何ぼでも出てくるから、だからこれは今後という

のは分かるけれども、こんな格好で出てくるこの部分をまともに見るの

かなという感じ、僕はまともには見れない。今すぐ理解すれというのは、

死亡の関係については、死んだやつについては。 

       せっかく町長も出席されていますので、これだけの差異があるのだと、

差異という言葉がいいのかどうか分かりませんが、先ほど差異という言
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葉を使っていましたので、これだけの差異があって、現在どのようにお

考えになっていますか。議員だけでなく、町民に対してこれを説明しな

ければならないわけですから、ぜひ町長からお願いいたします。 

 

駒井町長   今課長から説明ありましたとおり、指定管理に渡したときに確認してい

なかったということと、それから当町でまた直営でやるときも確認して

いなかったと。また、船本委員から出たように、もう少し探してほしか

ったということもありましたが、当時副町長も交えて探してはみたので

すけれども、なかなかいないのと、やっているところが撤退したいとい

う一点張りだったので、どうしようもないと、やめるわけにはいかない

ので、そういった気持ちがありまして直営にしたと。 

       それから、頭数の少ない部分については、非常に残念には思っておりま

すが、ここにも書いてありますとおり、26 年 10 月ですから、私が就任

する直前に堆肥場で火災があって、中から綿羊の死骸が出てきたという

ことで問題になりました。そのときに保健所から聞いたのだったか、ど

こから聞いたのだかは忘れましたけれども、当時の担当者が放牧地で夏

に死ぬと、そこで死にたかったのだろうということでそこに埋めました

ということで放牧地に埋めたそうです。警察も入りましたので、どこだ

ということで何か所か、数については存じ上げませんが、掘り返してみ

たり、実数を測ってみたりしたけれども、分からないので、何か月やっ

たかは存じ上げませんけれども、そういったふうにして放牧地で埋設し

ているということも聞いておりましたので、そういうことであれば、埋

めて処理したのか、またそのときに死んだ綿羊の遺失といいますか、高

台のほうにへい獣処理場がありますので、そっちのほうに埋めたのかと

いうことで、そういった搬送の記録等も当時調べたはずでございました

が、なかったというようなことで、埋設したのは間違いないだろうと。 

       それで、当時埋設については、どこだったか、ちょっと忘れましたけれ

ども、大した問題でないと、死んだやつをそこに埋めたのだから、病気

等でなくて年いって死んだのであれば、周りも大して問題ないのでない

かということで、その処理も、警察も入りましたが、書類等で済んだ。

そういうことで済んだわけで、そういうことから考えまして、埋めたの

だろうということでいましたので、課長が調べました。委員からも疑義

といいますか、ちょっと不思議がられる数字もありますが、大体10％か
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ら 12％ぐらいの死亡率だということで、死亡の数の少ない時期、あるい

はもう生きているはずがない頭数について残っている数についてもそう

いう計算に基づいていくと大体数字が合うということで、私はそんなと

ころなのかなと、埋めていたというのが事実として数字にも出るのかな

というふうに思っておりました。現実的に頭数が足りないということに

対しましては、大変遺憾であるというふうに思っておりますが、最初に

申しましたとおり、渡すとき、また受けるときも頭数の確認ということ

はしていなかったというのは事実でありましたので、大変申し訳ないと

いうふうに思っております。 

 

阿部委員   指定管理期間中から差異が生じてきたということで、今までは指定管理

にお願いしていて、今年度から町営になったわけですけれども、指定管

理期間中の指定管理料、これについては算定するに当たって、やはり頭

数であったり、そういったものでやっていたのかどうなのか、その辺ま

ず確認として。 

 

伊藤課長   まず最初に、誤解されるとあれなので、ちょっと補足させてもらいます

けれども、この数字としてはじき出した部分の年数である程度指定管理

期間中で350頭という部分は埋まるのですけれども、これが先ほど指定

管理として渡す段階で数えていたということでもありませんので、必ず

しも全てが指定管理期間中にこの差異が生じたかどうかといった部分に

ついては正直分からないということはまず説明させていただきたいと思

います。あと、指定管理料につきましては、基本的に頭数掛ける部分で

やっている部分もあったのかもしれないのですけれども、現状運営する

中にあって、昨年の実績というか、前年の実績ですとか、そういった部

分で出していっていたというふうに自分のほうでは認識しておりますの

で、必ずしも600頭イコール予算ということではないというふうには思

っております。 

 

阿部委員   指定管理期間中も仮定のことだから、何ともというような感じですけれ

ども、こういうのを見てしまうとどうなのかなという思いもしますし、

僕もこういった綿羊とか、そういうのは素人なので分からないところも

あるのですけれども、例えば飼育しているものを振興局なり、そういっ
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たところに申請するということもあるのでしょうか。 

 

伊藤課長   まず、出生という部分に関して申し上げますと、畜産技術協会というと

ころにまず出生の登録というか、そういうものをします。それを登録す

ることによって、うちのほうの管理といたしましても生産というような

ところで数字として記録されていくことになります。あと、では書類的

な部分としてどうなのかといいますと、死亡したときに保健所に対して

へい獣処理に係る死亡獣畜取扱い上の報告ということで、その月まとめ

たものを保健所に報告します。これで生きていた部分の登録と死んだ部

分の登録という部分とかで出てきます。あとは、そのほか売買したら売

買の部分でうちのほうの管理として出てきますけれども、対外的な部分

として出ていくというところに関しては今言った２つになろうかなとい

うふうに思います。先ほど申したとおり、死亡獣畜の取扱いの報告とい

った部分が火災以前にあっては適正にというか、正確になされていなか

ったと、報告がなされていなかったという部分は記憶としてはあります。 

 

阿部委員   それは以前の部分ですけれども、ここまであくまでも仮定の中のあれな

ので、実際には本当にそうだったのかどうかということでしたけれども、

本当に虚偽の報告といったような、死亡したときの、そうなった場合の

処分とか、そういうのというのはどうなるのでしょうか。 

 

伊藤課長   虚偽というのは、対外的に出した報告ということでよろしかったですか。

生まれた部分に関しましては、虚偽のしようがないというか、生まれた

ものを純粋に登録するだけということでありますので、あとは死亡した

部分として、多分おっしゃられたいことというのは死んでいた部分が適

正に報告なされていなかったことがどうなのかということの意味合いな

のかとは思うのですけれども、いろいろと頭数の差異が出たとき保健所

さんのほうにも確認というか、相談させていただいた中で、はっきりと

死亡したということが確定できているわけではないので、そこの部分に

関しても保健所としては特段何か町に対してペナルティーがあるという

ようなことにはならないだろうと、あくまでも死んだという部分に関し

ても仮定の話でありますので、それが確たる証拠がない中ではそこの部

分に関しては特段の町に対して指導があるとか、そういうことはないと



11 

 

いうことは確認はしております。 

 

船本委員   これ死亡したときには、月に１回なり、その都度なのか分かりませんけ

れども、現場から役場のほうに報告来ていますよね。 

 

伊藤課長   牧場のほうからまずうちのほうに毎月異動報告というものが来まして、

それを基にうちのほうは保健所に対して先ほど説明させていただいた死

亡獣畜の報告というものを行うという流れになります。 

 

船本委員   まだ質問される方々いるので、ちょっと早過ぎる質問かなと思うのです

が、町としてこれで見て実際に 180 頭、602 頭といったのが 180 頭しか

いない。そしたら 422 頭、逆だというのならまだ分かる、422 頭がいな

くなってしまったのだ。これこのままで済ますのか、僕らも素人ですか

ら、課長も来てそんなにたっていないって言っていますから、そういう

専門の人がいるのかどうか分からないけれども、そういう人たちに徹底

的に調べてもらって、遡ってもどこまで遡れるか分からないけれども、

やらなかったら町民がなかなか僕は理解しないような気するのです。そ

こら辺どう考えますか、これからどうするか。 

 

伊藤課長   まず、船本委員がおっしゃられました602頭に対しての180頭というこ

とで420頭ぐらい差があるとおっしゃられたのですけれども、そこの比

較というのでなくて、あくまでも12月末現在で180頭という比較になり

ますので、501頭で計算しなければならないのかと思います。602頭に関

しましては、その年に生まれている羊も入っていて、それをさばいてい

ない状態での数字ですので、そこの部分についてはそういう形で比較し

ていただきたいというふうに思います。 

       あと、今後の専門的な部分ということでありますが、今回こういう形で

数字が差異が生じていることを確認させていただいて、内部のほうでい

ろいろと聞ける部分に関しては聞いたりもいたした中で、結果としては

正直はっきりとした、最初の結論の中の部分でも説明させていただきま

したが、はっきりとした理由というのは分からなかったというところで

あります。ただ、その後これだけの差という部分で、適正になされてい

なかったであろう死亡の報告が実際に私どもとして計算し直したときに
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それでも合わないということであればどうなのかという部分は考えたと

ころもあるのですけれども、この中である程度数字として近い数字が出

てきたという部分もありますし、どの時点で正直ずれているのかという

のも分からない中で、専門的な部分に関しても町としてはここまでの経

緯というのが分からない中で、実際にはっきりと分かるでしょうという

部分もありましたので、町長のほうとも相談させていただいた中では、

町としてはこちら側で算出した数字で差がある程度確認できるので、そ

ういうことで多分間違いないだろうというような整理をしておりますの

で、今の段階でどこかにお願いするといった部分は考えてはいないとい

うところであります。 

 

森 議 長   今までのことについては分からないということは、正式なお話として受

け止めます。今後の部分にも関わるのですが、12月末の実頭数180に対

して年齢を分けておりますけれども、この数字は正しいのか、また正し

いとしたらその根拠はどこにあるのか。 

 

伊藤課長   先ほど確認するといった部分で、薬を飲ますときに１頭１頭チェックし

たということで説明させていただきましたが、そのときに羊には耳標と

いう生まれている年齢を記録しているバッジみたいなものがついており

ますので、それを１頭ずつチェックしていって、まとめたのがこの数字

でありますので、もしかすると１頭、２頭とか、そういう部分の差とい

うのは、人が数えている部分ですので、あることは絶対否定はできない

のですけれども、基本的にこの数字から何十頭も変わるとか、そういっ

た部分については考えられませんので、この時点での180頭という部分

の年齢の詳細についても間違いないだろうというふうには考えています。 

 

森 議 長   これからどうするかということが一番の問題だと思うのです。それで、

前段の部分でちょっと確認したかったのは、それが間違いないとしたら、

例えば昨年30年 12月、４月からか、57頭死んでいるということになっ

ています。その辺は正確にもう出しているのだろうという前提ですけれ

ども、これから当然イレギュラーな病気というのもあるかもしれません

けれども、通常寿命は10年から 12年ということであれば、最高年齢が

９歳ですから、しばらく死亡は出てこないということも推定されます。
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それと、たった１年違うのに57頭が死んでいるということからすると、

一遍に十何歳の頭数が死んで、９歳以下だけが生き残ったって何かすご

く不自然な感じがしますので、その辺についてはこの数字を分析した中

でどういうふうな判断をいたしたのか。 

 

伊藤課長   死亡する年齢が寿命が10歳から 12歳ということで、それを過ぎたから

一気に亡くなるということではなくて、例えば３歳であろうが２歳であ

ろうが病気なり、あとは毛刈りとかしたときの場合によっては事故です

とか、そういう部分も少なからず、現場の部分としてまだ慣れていない

部分もありますので、そういうとこら辺で亡くなっているところもあり

ますので、一気に上だけが亡くなったということではなくて、いろいろ

な寿命も含めて、事故も含めて昨年については若干現場のほうとしても

多かったという認識は持っておりますので、そこら辺の死亡に関してで

きるだけ、寿命は仕方ないにしても事故の部分を減らすなりをして対応

はしたいというような考えを持っておりますので、この57が多いか少な

いかといった部分に関しては、正直私どもとしても直接携わっておりま

せんので、現場の中として一生懸命やられているという中での数字です

ので、ここに関しては受け止めていくしかないのかなというふうに思っ

ています。 

 

森 議 長   これからというのは、要するに今現状180は間違いない中で、その中で

今後どう事業を続けていくかということに関わるので、この時点で議会

に数字を出してくれとは言いませんけれども、例えば２歳と３歳の中で

57頭のうち半分ぐらいがいわゆる廃羊ではなくて、実際に肉として売っ

たり、繁殖に使えるというところも今かなり入っていますということで

もしあれば、この180頭を生かして、廃羊を抜かすと162頭を生かして

今後展開するということに対していろんな問題をはらむと思うのです。

だから、次の段階では、耳につけていて分かるというのであれば、死ん

だのは１歳なのか２歳なのかということも含めていかないと、今後 160

頭がどれだけ死んで、どれだけ生き残っていくかということによって次

の事業がどう転んでいくかということは大きく変わってくると思います

ので、１つ課題としてそういうことも調べて、また次のところの参考に

するようなことも考えてもらいたいなと思います。 



14 

 

 

伊藤課長   今 57頭に関しての内訳というのは、毎月何歳の部分で亡くなったかとい

うのは事務所に戻ったら分かりますので、積み重ねて57頭の内訳という

のは出てきますので、今後お示しする機会にはしていきたいなというふ

うに思っています。 

 

森 議 長   では、あるという前提で、分かっているという前提ですけれども、昨年

でいうと肉羊で63頭出したのかな、30年 12月から令和元年で見ると63

頭、生産が合わせて 100、今にわかにちょっと調べたら、サフォークの

具体的な、焼尻については分かりませんけれども、羊の一般的な生まれ

る頭数というのは１頭が中心で、中には２頭、３頭というものもあると

いうことですから、先ほど言った今162のうちから死亡が減って、そこ

からまた生まれる頭数というのも、いきなり年取っていくわけではない

から、今年仮に生まれるとしても今後、先ほど町民向けなんて言ってい

ますけれども、一定の頭数を維持するということからすれば、販売は中

止ぐらいするようなことを含めて検討しなければいけないことが起きる

のかなって想像しますのですけれども、今の段階ではどうですか。 

 

伊藤課長   生まれる、現状の180からどの程度ということでのご心配なのだとは思

うのですけれども、正直12月末現在で考えたときに180というのが今年

一気になったということではないと思っています。今後、説明したとお

り最低でも10年くらいの間でこの350という差が出てきたと思っていま

すので、年々減ってきて今180という部分になったのかもしれないので

すけれども、例えば去年という部分で、正直去年実頭数把握していない

ので、去年が何頭だったかという部分に関しては実際のところは分から

ないですけれども、去年もさほどそんなに差はないのかなというふうに

思っています。その中にありまして、実質100は生まれて、生まれた後

に11頭が、管理できずにいたところもあって11頭が亡くなって、最終

的には89頭という中で、こちらについては昨年の常任委員会のほうでも

説明させてもらっていますけれども、89頭が生まれたということで、そ

のうち63頭を肉用として販売をしています。実質23頭が販売せずに、

その後の子供を産むための羊とかというような形で管理をさせていただ

いております。今現在180頭ということで、多分これから生まれる部分
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での比較が一番分かりやすいのかなと思うのですが、現状103頭生まれ

ておりまして、昨年よりは多い形になっておりますので、そこら辺を含

めて最終的に町長のほうと相談していく形にはなるのですけれども、昨

年よりは最低でも多い形で今のところ生まれておりますし、またこれか

らも生まれる羊もいるというふうに確認しておりますので、昨年よりは

間違いなく多い中で生産されておりますので、現場の努力もありつつ、

技術も伴ってきてこういう形になってきていると思いますので、その辺

を含めて最終的に町長のほうとどれくらい残してどれくらい販売してい

くかといった部分は考えていきたいなというふうには思っています。 

 

森 議 長   最後にしますけれども、もともと昨年７月にどういう報告だったかとい

うと、申し訳ありませんけれども、記憶がない中で、昨年は500ぐらい

という前提の中の今後の計画ということで恐らく説明があったのだと思

います。現状の中で、先ほどどれだけ売るのだということを聞いたとい

うのは、基本的に今後は当面というか、長い間維持していくということ

で町営にしたわけですから、180 の中で、今いっぱい生まれていること

は非常にいいことですけれども、目標数を何ぼにして、どの程度のサイ

クルで回していくというようなことをどこかで計画を立て直しをして、

結果として幾ら売るのだとかということを、販売時期も今年に関しては

コロナウイルスの関係で普通の年とは違う環境があるかもしれませんけ

れども、そういう計画の立て直しが必要ではないかなと思うのですが、

その辺について、今立てているとか、そういうことを言っているわけで

はないですから、そういうことを考えた上で今後進めていくかどうかと

いうことを最後の質問としてお聞きしたいと思いますので、よろしくお

願いします。 

 

伊藤課長   今現在将来的な部分も含めてどの程度を目標にということなのですけれ

ども、もともとこういう形での数字押さえていない中で、今こういう形

で判明したわけなものですから、今後につきましては町長のほうともゆ

っくり相談させていただいて、去年よりは間違いなく増えているという

こともありますので、もう一年、二年を見た中で将来的な部分を改めて

考えていくとか、その辺も含めて今後の販売計画も含めて増頭計画とか

も含めて考えていきたいなというふうに思っています。ただ、今時点で
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はどういう形というのは正直お答えできませんので、ご理解いただきた

いと思います。 

 

船本委員   もう一点だけ教えてください。今180頭、このうち雄が18頭、雌が162、

162のうちの廃羊が何頭で成羊が何頭。 

 

伊藤課長   こちらのＡ４の資料で見ていただければと思いますが、６歳以上で廃羊

と言われる、こちらのＡ４の資料のほうで内訳書いておりますので。 

 

船本委員   これは合計入っているのですか、６歳以上のやつ。 

 

伊藤課長   はい。 

 

船本委員   そしたら、廃羊が何頭なのですか。 

 

伊藤課長   平成 25 年以前の部分でうちとして廃羊として管理している部分ですの

で、48頭。 

 

船本委員   現在 48頭、廃羊が。成羊があと残りということだ、162から引けば。 

 

伊藤課長   はい。 

 

逢坂委員長  ほかにまとめであれば受けます。特段ございませんか。（なし。の声）私

から１点だけ、ちょっと前段に戻ってしまうのですけれども、昭和 43

年から、調べたらサフォーク、焼尻で綿羊を育成しているということで、

全道的にあれなのですけれども、それからするとほぼ50年、半世紀ぐら

いたつなというふうに思いますが、今回このような大きな差異が生じた

という部分については、最初からはっきり原因が分からないというご答

弁でございましたので、それはそれとして、指定管理も含めてやったと

いうのもございますし、指定管理して、後はまた一昨年から直営、そう

すると何だかんだ、私なりの考えですけれども、書類というのは何かし

ら残っているものではないかなというふうに思うのですけれども、その

辺の書類という部分については全く保管されていなかったのか、なかっ



17 

 

たのか、その辺もし分かれば。でないと、これだけ差異が出てくると町

民に説明するときにどのようにしてこんな差異出たのって言われたとき

に説明、管理も含めて指定管理しているというのはたくさん税金投入し

ているわけだから、説明するのに分からないからというのでは僕は済ま

せられないのかなと思うので、その点確認の意味でお聞きしたいと思い

ます。 

 

駒井町長   細かいところは課長からまた足りない部分は説明させますけれども、一

番最初に申し上げましたとおり、もとの種畜をやっていた方が放牧地で

亡くなれば、そこで死にたかったのだなということで埋めてしまったと、

それでそういう記録が残っていないので、実数として把握できなかった

ということが調べてみて分かった時点で、書類については調べたか調べ

ていないかはちょっと私は分かりませんので、課長から、そういうのが

あるのか。 

 

伊藤課長   今町長のほうからおっしゃった部分に重なってくるのですけれども、う

ちとして死んだ部分の書類というのがはっきりあるということであれば、

その数が報告と違っているのであればもちろん分かるのですけれども、

現場として例えば今おっしゃったとおり、うちのほうに報告せずに埋め

ていたということであれば、そこの部分に関してはこちら側として書類

としては一切出てきませんので、そういう部分を含めて結論としては分

からなかったということでありますので、そこら辺ご理解いただきたい

と思います。 

 

逢坂委員長  私理解できないのは、直営になった時点で書類を見ないで、実数は確認

していないと言うのですけれども、普通であれば指定管理から直営に移

ったときに必ず書類というものを整理して、ある程度のものはきちっと

出して、現在の頭数という部分は、そういう書類は目を通さないのです

か。 

 

伊藤課長   そういったものの書類としてこちら側として確認できたのが昨年の３月

31日で 602頭という数字でありましたので、実質今差が出た部分にどう

いった形で差が出たかといった部分については、死亡頭数の報告的な部
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分は一切こちら側のほうにはありませんし、現場にもありませんので、

そこの部分として最終的に確認できないということであります。 

 

逢坂委員長  それであれば、私に言わせると指定管理料を払って何十年間もやらせて

きたという自体が私は議会の責任もたくさんあるのでないかと、町側だ

けでなくて、議会も分からない中でお金を出していると私は思うのです。

町民の方がこれ知ると、何でこんなに違うのって絶対言われると思うの

です。そのときに、町も分からなかった、議会も全く分からなかった、

それで済むのかなと自分では個人的には思うのですけれども、それは本

当に大変なことだなと私は思います。説明責任というのは町側もあると

思いますが、議会もそれ承認しているわけですから、予算については。

あした予算審議があると思うのですけれども、そうするとそういう原因

が全く分からないから、ただ単に差異が生じたから、あるいはへい死の

率が高くなったから頭数が減ったとかいう理由は個人的に私は納得はし

ません。 

       それで、１点だけお聞きします。調べたら農業経営統計調査というのが

法律的にあるのです。これは、一般農家だとかの方々、あるいは法人の

方々が養畜だとか、それから養禽、それから耕種、いろんなものを定期

的に報告しなさいという法律が実はあるのです。罰則規定も、統計法の

中で関係条文も見たのですが、これはきちっとこれで留萌振興局も納得

されて、そういうあれではないということで了解したのかなと思います

ので、それはそれでいいですけれども、その辺はどういうふうに考えて

いますか。考えているというか、調査報告についてどう考えているのか。

振興局がよかったから、それですぐやればいいのですけれども、その辺

を心配しているのです。 

 

伊藤課長   一応年１回ですか、最低、今委員がおっしゃられた農業経営という部分

かどうかちょっと分からない。一応私どもとしても報告している振興局

等に対して今までこういう形で報告して、差異が生じて頭数ががくっと

落ちたらどうなのでしょうかというような部分は相談させていただいた

中では、そのときの概数ということでうちが把握しているというところ

での報告でありますので、それがうそついていたとか、そういうことで

はありませんので、今後また年１回報告するようなときには改めて報告
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し直すということでありますので、そこについては振興局と相談させて

いただいた中では、特段の指摘というか、そういう部分はありませんで

したので、今後にあっては実頭数に基づいて適正に報告していきたいと

いうふうには思っています。 

 

逢坂委員長  先ほど来から皆さんもお話ししているのですけれども、町民の税金を使

って、毎年何千万という金をつぎ込んできたわけで、といったときにこ

ういう事態が発生したときに町として何か町民に対して発信する。今マ

スメディアの方が来ていますけれども、それ以外に何か町として発信す

る考えはないのか、ちょっと伺いたい。要するにこれだけめん羊牧場、

これから本当に少ない頭数で、先ほど議長言ったとおり、これからの運

営を本当にこれから考えていかなければならないなというふうに私も思

いますので、その辺は町側として一切そういうことは考えていないのか。

要するに廃止するということ。 

 

駒井町長   委員長からご指摘をいただきましたので、答弁させていただきますが、

今後についてはこれから議会の報告が済みましてから対応を考えなけれ

ばならないというふうに思っておりますので、議会のご意見をいただき

たくて、先ほど申しましたように全員協議会もありましたが、常任委員

会ということで報告させていただきましたので、何なりとご批判等、ご

意見を頂ければと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 

森 議 長   常任委員会としてのところというよりは、議会と町との関係の中でも、

町長いらっしゃるので、お尋ねさせていただきたいと思うのですが、今

日の日程の最初に監査報告があって、そこで議会としては質疑を受けた

上で承認しているのです。その数字が町のほうでは既にもう180しかい

ないということを実態として把握していながら、実際我々は501でした

か、それで今日承認してしまっているわけです。ただし、監査のほうと

しては先ほど言ったペーパーのやり取りだったのと時期が 12 月だとい

うことであれなのですけれども、でも実際には調査を11月から始めてい

る段階ですから、ストップをかけれたのかどうかという技術的な問題は

ちょっとよく分からないのですけれども、承認した後取り消すというこ

とももうできないのかなと思いますので、できれば途中経過なのだけれ
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どもということで、２月でもいいのだけれども、情報でも何か流してい

ただく機会をいただくと土壇場で３月になって今ここで承認した後に委

員会開いて報告を聞くというようなことでいろんな問題がやっぱりない

とは言えませんので、今後お互いに協議しながらこの辺の扱いについて

もまとめていくような方向でお話ししたいというか、要望したいと思い

ますので、よろしくお願いします。 

 

駒井町長   ご指摘の点につきましては、当然この後代表監査委員、議選の監査委員

も含めてご報告しなければならないというふうに思っておりますし、時

期的なものについては先ほど伊藤課長から申し上げましたように、調べ

るタイミングというものがちょうど11月ですか、そういうことで実数を

把握した中で、それで本当なのか、どういうことなのかということを調

査している段階でございましたので、中途半端な形で代表監査委員に迷

惑をかけては困りますので、先ほど申しました実数という数字に基づい

て報告して、それをチェックしていくというのが監査のほうの建前でご

ざいますので、そこについてはこれから報告と相談をしたいというふう

に思っておりますので、ご理解いただきたいと思います。 

 

逢坂委員長  まとめるというわけでないですけれども、これから、実質的なものが今

町長から説明がありましたので、いろいろな方法でうちの委員会として

も実数、これからの方針等々について固まり次第私どもの常任委員会で

また説明をいただければというふうに思いますので、そのことをお願い

しまして、今日の委員会についてはこれで終わりたいと思います。大変

本日はご苦労さまでございました。 


